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議      長 休憩を解いて再開いたします。              （14時00分） 

      皆様に申し上げます。ただいま休憩中に議長の辞職願を副議長に提出いたし

ましたので、私にかわり副議長に議事進行をお願いしたいと思いますけれども、

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

  異議なしと認めます。それでは、副議長と交代いたします。副議長、よろし

くお願いいたします。 

副 議 長  それでは、これより私、副議長が議事を進行させていただきたいと思います。

よろしくお願いを申し上げます。なお、副議長になりまして初めての経験でご

ざいます。何かと不行き届きの点が多々あろうかと思いますが、何分にも御容

赦のほど切にお願いを申し上げる次第でございます。 

なお、神静民報社さんよりパソコン使用、写真撮影の申し出がありましたの

で、許可をいたしておりますので、御承知おきお願いを申し上げます。 

  ただいま議長 井上栄一君より議長の辞職願が提出されております。お諮り

いたします。議長の辞職についてを日程に追加し、追加日程第２として直ちに

議題とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

  異議なしと認めます。議長の辞職についてを日程に追加し、追加日程第２と

して議題とすることに決定いたしました。お手元の議事日程に追加をお願いい

たします。 

副 議 長   追加日程第２「議長の辞職について」を議題といたします。 

  井上栄一君に申し上げます。地方自治法第117条の規定により退場を求めま

す。 

（ 井上栄一議員 退場 ） 

 それでは、事務局長に辞職願を朗読させます。 

議 会 事 務 局 長  それでは朗読させていただきます。平成29年９月20日、松田町議会副議長 中

野博殿。松田町議会議長 井上栄一。辞職願。このたび一身上の都合により、平

成29年９月20日付をもって松田町議会議長を辞職したいので願い出ます。 

以上です。 
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副 議 長   辞職願の朗読が終わりました。 

  お諮りをいたします。井上栄一君の議長の辞職を許可することに賛成の方の

起立を求めます。 

 起立全員です。よって、井上栄一君の議長の辞職を許可することに決定しま

した。 

 井上栄一君の入場を許します。 

（ 井上栄一議員 入場 ） 

 井上栄一君に申し上げます。あなたが提出された議長の辞職は許可すること

に決定いたしました。辞職の御挨拶をお願い申し上げます。 

議      長  若輩者の私であります。この２年間、松田町議会議長の職を何事もなく過ご

させていただきました。これはひとえに皆様のですね、御指導、御協力のたま

ものだと思っております。今後とも松田町のですね、活性化のため、松田町議

会の改革のために頑張りたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたし

ます。ありがとうございました。（拍手）   

副 議 長   長い間、大変御苦労さまでございました。 


